
 

１ 単元について 

単元観 

 本単元は，算数科学習指導要領 第２学年 ２内容A数と計算（２）加法・減法を受けて設定した。 

 本単元で扱うのは，逆思考の問題場面である。既習の加法や減法の場面は，時系列に沿って数値が

示されていくものであり，問題場面の元の状態や途中での変化の様子についての数値が示されており，

最終的な状態での数値を問う形のものであった。それに対して本単元で扱う場面は，元の状態や途中

の変化の様子が未知数となっており，最終的な状態の数値が示されている場面である。よって未知数

の部分を求めるためには，時系列を遡って考える必要がある。そこで，テープ図を活用して問題場面

の「全体」と「部分」の関係をとらえ，正しく立式することにつないでいくことをねらいとしている。 

また，図を活用することとあわせて，「全体」と「部分」の関係に繰り返し着目させていく。そう

することでどの場面でも「全体」と「部分」から成り立っているという構造の共通点や，その中のど

こを求めたいかによって演算が変わるという関係について理解を深めるのに適した単元である。 

 

本単元に関わる他学年の学習内容 

第１学年 第２学年 第３学年 

【どんな計算になるのかな】 

○加法，減法の演算決定 

【たし算とひき算のひっ算】 

○2位数＋１，２位数＝3位数とその逆の減法 

 

【図をつかって考えよう】（本単元） 

○加減と減法の相互関係 

○テープ図の活用 

○数量の関係に着目し，加法と減法の相互関係について考

える。 

【□を使った式】 

○未知数を□として数量の

関係を式に表す 

○□を用いた式から場面を

つくる 

 

 

児童観 

 

研究主題：自ら考え，論理的に表現することができる児童の育成～数学的表現様式の変換を通して～ 

日 時 令和３年１月２９日（金）５校時  

算数科 第２学年 指導者 園田 紘夢 

単元名 図をつかって考えよう 

本単元で育成する資質・能力 「知識・技能を活用する力」「論理的に考え，表現する力」 

レディネステストの内容 正答数（人） 
※１，２は完答数 

１ 

2位数と１，２位数の加法  

①３４＋７  ②４６＋１８  ③６４＋５５  ④４３＋８７ ３０／３２ 

２ 
2位数と１，２位数の減法  

①２５―６  ②４６－１４  ③６３－２７ ２４／３２ 

３ 

問題場面を図に表す  

ゆきさんのクラスには，本がぜんぶで２５さつあります。６さつかし出しました。何さつ

のこっていますか。図をかきましょう。 
２２／３３ 



 

レディネステストの結果，ほとんどの児童が簡単な2位数＋１，２位数＝3位数とその逆の減法の

問題を解決することができている。しかし，問題場面を図で表すことについては，正答率が少し低く

なっている。その原因として，これまでの学習において問題に対し，図を用いて考える機会が少なか

ったことが考えられる。そのため，この単元の学習を通して，図の扱い方や図を使って考えることの

よさを価値付けていき，日頃から図を用いて考えられるよう定着を図りたい。 

 

指導観 

指導に当たっては，次の2点を工夫していく。 

１点目は，図を用いて問題場面をきちんと把握させることである。立式するために，予め問題場面

をテープ図で表すことにより，求める数値が「全体」なのか「部分」なのか考えさせ，加法や減法の

相互関係を具体的にイメージできるようにする。また，図や式に表すことができたら，言語などの他

の表現様式に変換することで，問題場面についての理解を深めていきたい。 

２点目は，図を用いることのよさを実感させ，普段から数学的な問題解決の場面で図を使って考え

られるよう，加法，減法の問題をテープ図を用いて考える活動を多く取り入れることである。その結

果，加法や減法の問題をテープ図を用いて考えることのよさに気付かせ，日常的に学習に生かそうと

する態度を育て，定着を図っていきたい。 

 

２ 単元の目標 

○加法と減法の相互関係について理解し，数量の関係に着目し，場面を図に表して構造をとらえる力を

養うとともに，加法と減法の相互関係を数学的表現を用いて考えた過程を振り返り，そのよさに気付

き今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

  

３ 指導と評価の計画 

（１）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現力 学びに向かう力・人間性等 

・加法と減法の相互関係について 
理解し，加法と減法の相互関係
を表した図を用いて，図や式に
表し，問題を解決することがで
きる。 

・数量の関係に着目し，場面を図
に表して構造をとらえている。 

・加法と減法の相互関係に関
心をもち，数学的に表現・
処理したことを振り返り，
数理的な処理のよさに気付
き今後の生活や学習に活用
しようとしている。 

 

（２）単元の計画（全５時間  本時４/５） 

単
元 学習計画 

評価の観点 

知 思 学 評価基準 評価方法 

図
を
つ
か
っ
て
考
え
よ
う
（
５
） 

●テープ図を基に，加法逆の減法の問

題場面であることをとらえ，問題を

解決する。 

◎  ○ 

・加法と減法の相互関
係を理解し，場面を
表したテープ図を基
に，加法逆の減法の
問題を解決すること
ができる。 

・加法と減法の関係を
簡潔にとらえられる
というテープ図のよ
さに気付き，場面に
表そうとしている。 

行動観察 

ノート 

発言 



 

●テープ図を基に，減法逆の加法の問

題場面であることをとらえ，問題を

解決する。 ◎  ○ 

・場面を表したテープ

図を基に，減法逆の

加法の問題を解決す

ることができる。 

 

行動観察 

ノート 

発言 

 

●テープ図を完成させ，加法逆の減法

の問題場面であることをとらえて，

問題を解決する。 ◎  ○ 

・場面を表したテープ

図を基に，加法逆の

減法の問題を解決す

ることができる。 

 

行動観察 

ノート 

発言 

 

●減法逆の減法の問題場面について

テープ図を自分でつくり，それを基

に立式の根拠を考える。 

 
○ ◎  

・場面を表したテープ

図を基に，減法逆の

減法の問題を解決す

ることができる。 

・数量の関係に着目し 

場面を図に表して構

造をとらえている。 

 

行動観察 

ノート 

発言 

 

●「たしかめよう」に取り組む。 

 

 

 

 

◎ ○  

・基本的な問題を解決

することができる。 

・数学的な着眼点と考

察の対象を明らかに

しながら，単元の学

習を整理している。 

 

行動観察 

ノート 

発言 

 

 

４ 本時の学習 

（１）本時の目標 

 減法逆の減法の問題場面について，テープ図をつくって式に表し，立式の根拠を考えることができ

る。 

 

（２）本時で育成する資質・能力  

本時では，減法逆の減法の問題場面を扱う。これまでの学習を生かし，図のかき方を考える活動を

行う。「全体」と「部分」の数値に着目し，第１時から繰り返し扱ってきたテープ図のかき方を振り返

ることで「知識・技能を活用する力」につなげる。さらに，様々な表現活動を用いて考えたり友達に

説明したりすることで，「論理的に考え，表現する力」を身に付けることができるようにする。 

 

（３）準備物 

   場面絵，黒板提示用のテープ図 

  

 

（４）本時で活用させたい数学的表現様式 

表現様式 表現のはたらき 活用させたい表現様式の具体 

操作的表現 

・具体から抽象への媒介 

・動的，操作的表現 

問題場面を，算数ブロックを用いて把握する。 

 

 

 

 



図的表現 

・構造の理解 

・イメージ化，視覚化 

ノートに図をかき，問題場面を捉える。 

・のこりが５ｍの場合 

 

 

 

 

 

 

 

・のこりが８ｍの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

・のこりが６ｍの場合 

 

 

 

 

 

 

 

言語的表現 

・論理の整理，伝達 

・意味の明確化 

図で考えたことを言葉で説明し，整理する。 

 

・この図の，のこりの長さを８ｍにすると，つかった長さは 

 はじめにあった１２ｍからのこりの８ｍを引いて４ｍに

なります。 

・この図の，のこりの長さを６ｍにすると，つかった長さは 

 はじめにあった１２ｍからのこりの６ｍを引いて６ｍに

なります。 

 

記号的表現 

・簡潔，明確，厳密 

・抽象化，一般化 

・形式的処理 

 

問題文から読み取ったことを，式や記号を使って表す。 

 

・のこりが８ｍの場合 

しき １２－８＝４ 

答え ４ｍ 

 

・のこりが６ｍの場合 

しき １２－６＝６ 

答え ６ｍ 

 

 

はじめにあった１２ｍ 

つかった□ｍ のこり５ｍ 

のこり８ｍ 

はじめにあった１２ｍ 

つかった□ｍ 

のこり６ｍ 

はじめにあった１２ｍ 

つかった□ｍ 



（５）本時の学習展開 

 学習活動（○発問） 
★評価基準（評価方法） 

表現様式の変換 
指導上の留意事項○ 

支援☆ 

つ
か
む
（
５
分
） 

１ 問題把握をし，見通しをもつ。 

 リボンが１２ｍあります。何ｍかつか 

って，まだ（ ）ｍのこっています。つ 

かったリボンは何ｍですか。 

○求めるのは何の長さですか。 

・つかった長さ 

○（ ）の中の数字は自分で決めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時では，（ ）の中の数字

を自分で決めて，その決めた

数字の場合、図と式はどうな

るか考えることを伝える。 

 

○テープ図を使って考えるこ

とを確認する。 

 

 

２ 課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

み
つ
け
る
（
１
０
分
） 

３ 自力解決をする。 

○テープ図をかいて，何算になるか考え

ましょう。 

★場面を表したテープ図を基に，減法逆

の減法の問題を解決することができ

る。〔知識・技能〕 

（ノート，発言） 

・のこりが８ｍの場合 
（記号的表現様式）  

しき １２―８＝４ 

答え ４ｍ 

（図的表現様式）  

 

 

 

 

 

 

（言語的表現様式） 

・この図の，のこりの長さを８ｍにす

ると，つかった長さは，はじめにあ

った１２ｍからのこりの８ｍを引い

て４ｍになります。 

 

 

・のこりが６ｍの場合 
（記号的表現様式）  

しき １２―６＝６ 

答え ６ｍ 

（図的表現様式）  

 

 

 

 

 

 

 

（言語的表現様式） 

・この図の，のこりの長さを６ｍにす

ると，つかった長さは，はじめにあ

った１２ｍからのこりの６ｍを引い

て６ｍになります。 

 

○いきなり解かせずに，のこ

りが５ｍの場合を例に図を

黒板に示す。 

 

 

 

 

 

○のこりの長さによって，図の

つかった長さとのこりの長

さの幅が変わることを確認

する。 

 

○つかった長さは求める数な

ので未知数だから□を用い

ることを確認する。 

 

○「全体」と「部分」が図のど

こになるのか確認する。 

 

☆図の作成が難しい児童には，

テープ図がある程度かいて

ある紙を渡し，数字を決めて

書き入れて考えるように支

援する。 

 

めあて  

のこった長さをきめてテープ図をかき，何算になるか考えよう。 

はじめにあった１２ｍ 

つかった□ｍ のこり５ｍ 

のこり８ｍ 

はじめにあった１２ｍ 

つかった□ｍ 

のこり６ｍ 

はじめにあった１２ｍ 

つかった□ｍ 



か
ん
が
え
る
（
１
５
分
） 

４ 集団解決をする。 

○自分の考えを説明する。 

○図や式，答えを発表し合い，気付いた

ことを出し合う。 

・「部分」を求めているのでひき算にな

ります。 

 

 ○提示装置を用いて自分の考

えを示しながら発表させる。 

○友達の考えと自分の考えを

比べながら聞かせる。 

○今回は「部分」を求めるので

ひき算になることを確認す

る。 

○図を用いて考えると，視覚的

にとらえやすく立式しやす

いことを確認する。 

   

さ
あ
や
っ
て
み
よ
う
（
１
０
分
） 

５ 評価問題をする。 

 

★減法逆の減法の問題場面について，テ

ープ図をつくって式に表し，立式の根

拠を考えることができる。 

〔思考・判断・表現力〕 

（ノート（テープ図と言葉の説明）） 

 ○図を用いて考えさせ，求める

のは「全体」と「部分」どち

らかを確認する。 

ね
ん
お
し
（
５
分
） 

６ ふり返りをする。 
 

 
 

 

 

（６）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・ぼくは，図をつかうとひき算になることがすぐ分かりました。 

・これからも図をつかって考えたいです。 

・わたしは，図をかくとよいことが分かりました。つぎの算数のも

んだいも図をつかって考えようと思います。 

まとめ  

ぶ分をもとめるときは，ひき算になる。 

リボンが１２ｍあります。 

何ｍかつかって，まだ（ ） 

ｍのこっています。つかっ 

たリボンは何ｍですか。 

 

１/29 図をつかって考えよう 

（ ）の中 のこり５ｍのとき 

図（れい） 

はじめにあった１２ｍ 

つかった□ｍ のこり５ｍ 
   ↑ 

自分で考える。 

１２－５＝７ 

ぜん体―ぶ分＝ぶ分 

 

のこった長さをきめてテー

プ図をかき，何算になるか

考えよう。 

 

  

 

のこり８ｍ 

はじめにあった１２ｍ 

つかった□ｍ 

 

 

のこり６ｍ 

はじめにあった１２ｍ 

つかった□ｍ 

ぶ分をもとめるときは，

ひき算になる。 

 

 ヒヤシンスのきゅう 

こんを１５こ買いま 

した。何こかうえて， 

まだ９このこってい 

ます。何こうえまし 

たか。 

 
はじめに買った１５こ 

のこり９こ うえた数□こ 

しき １５―９＝６ 

答え ６こ 

 



（７）評価問題 

 

 

 
 

問題 ヒヤシンスのきゅうこんを１５こ買いました。何こかうえて，まだ９こ 

のこっています。何こうえましたか。 

 

 解答例 

 図 

 

 

 

 

 

 

 

 式  １５－９＝６ 

 答え ６こ 

はじめに買った１５こ 

はじめに買った１５こ 

のこり９こ 

のこり９こ 

うえた数□こ 

うえた数□こ 


